平成29年度主任介護支援専門員研修
事例提出（スーパービジョン／事例研究）について（お願い）

主任介護支援専門員研修のスーパービジョン1～3、事例研究・事例検討の科目では、受講生自身の事例を用いて演習を行います。以下の内容をご確認いただき事例の提出をお願いします。

1. 事例提出について
必ずご自身で担当している（担当した）ケースを提出して下さい。他者の事例は不可とします。実践の中で「心残りがある」「うまく支援できなかった」「引っかかりを感じる」「他の主任ケアマネに相談したい」など、自身の事例を振り返りたいケースを提出して下さい。
事例は、介護予防、施設、終了ケースでも構いません。
1 個人が特定できないように個人情報に配慮して下さい。
2 指定様式の各項目、全て記入をして下さい。
3 手書きでも可能ですが、研修資料として使用できるよう留意ください。

2. 提出書類について
[bookmark: _GoBack]「事例紹介シート」（指定様式）を熊本県介護支援専門員協会ホームページよりダウンロードしてお使いください。
http://www.kcma.gr.jp/
提出日：研修初日10月30日の受付時にコピーしたもの2部提出して下さい。　
（原本はご自身で保管しておいて下さい。）
提出方法：受講決定通知書と合わせてクリアファイルに入れて提出下さい。　　
（受講決定通知書が上、事例を下に入れて提出して下さい。）
※事例提出の無い方は、受講する事ができませんのでご注意ください。

3. 集中事例の選定について
全員に提出いただいた「事例紹介シート」の中から、スーパービジョンの科目、事例研究の科目において集中事例提出者を各グループ数名ずつ選定させていただきます。
集中事例に選ばれた方は、事務局より連絡を差し上げます。また、追加資料の作成をお願いする事になります。
※集中事例に選ばれた方は「指名拒否」はできませんので、あらかじめご了承ください。


〇事例に関するお問い合わせ先
熊本県介護支援専門員協会
　　　　　　　　　　　　　　　　 主任介護支援専門員研修担当　白石
　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎　090-2392-7736
